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　会員の皆様、丸森町民の皆様におかれまして
は、お健やかに陽春をお迎えのこととお慶び申
し上げます。
　平素は丸森町シルバー人材センターの事業運
営につきまして、格別のご理解とご協力を賜り、
厚く御礼を申し上げます。
　県内でも年初から新型コロナウイルスの変異
株、オミクロン株の感染拡大により、多方面に
影響が出ました。引き続き、皆様が健康に過ご
されますことを願っております。
　さて、町内では少子高齢化及び労働力人口不
足の傾向が一層顕著になっており、今後の会員
拡大に向けて、これまで以上の取り組みが必要
であると考えております。定年延長など高齢法
が改正され、60歳代の入会者数が更に減少す
ることが懸念されます。そのため、従来の業種
以外にも発注者や会員のニーズを把握するなど
の対応をしていく必要があると考えます。

　今後の成長分野における就業は、高齢者の多
様な就業機会の確保及び地域社会における活動
や貢献の場を広げるために、行政や関係機関と
連携して事業に取り組む必要があります。
　当センターが、地域の高齢者にとっての魅力
ある受け皿となり、地域社会の支え手としての
機能を十分に発揮するためには、会員の維持拡
大が必要であり、地域貢献の場及び生きがいの
場として、ボランティア活動やサークル活動な
ども通してPRしていくこととしています。
　さらに、一層の健全なセンター運営と業務の
効率化、及び安全な就業「いつまでも働く喜び
無事故から」をスローガンに、皆様のご期待に
お応えすべく役職員、会員一致団結して取り組
む所存であります。
　結びとして、今後も一層のご協力をお願い申
し上げますとともに、皆様のご多幸とご健勝を
祈念申し上げ、挨拶といたします。

ご　挨　拶　−新年度にあたって−
理事長　宍　戸　政　秀

　丸森町シルバー人材センターの皆様におかれ
ましては、平素より本町の町政運営に格別のご
理解とご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。
　さて、本町に甚大な被害をもたらした令和元
年東日本台風災害から２年半が経過いたしまし
た。町民の皆様や関係機関のお力添えにより復
旧は着実に進んでおりますが、未だ途半ばの感
があり、今後更なる努力が求められております。
　また、ここ数年は、度重なる新型コロナウイ
ルスの感染拡大が、日本の社会経済活動に大き
な影響を及ぼしております。ワクチン接種など
様々な対策がとられておりますが、新たな変異
株の感染拡大もあり、未だ収束の見通しが不透
明な状況であります。
　本町においても、このコロナ対策、復旧・復
興に加え、従来の課題である少子高齢化が深刻
化しておりますが、このような時こそ豊かな経
験を有する高齢者の方々の力を発揮いただくこ

とが益々重要となってきております。
　丸森町シルバー人材センターにおかれまして
は、平成16年の設立以来、就業の機会を提供
することにより、高齢者の方々の「健康維持」
や「生きがいづくり」に大いに貢献いただいて
いるところであり、会員の皆様に対する地域の
信頼も厚いものがあると認識しております。そ
のご尽力に対し心より敬意を表しますとともに、
改めて感謝申し上げる次第であります。
　町といたしましても、今後とも円滑な運営を
支援してまいる所存でありますので、丸森町シ
ルバー人材センターにおかれましては、日常生
活に密着し町民に愛される組織として、より充
実・発展されますようご期待申し上げます。
　結びに、丸森町シルバー人材センターの益々
のご発展と、会員の皆様のご健勝とご多幸を祈
念申し上げ、挨拶といたします。

ご　挨　拶
丸森町長　保　科　郷　雄
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当ページの写真及び表紙の写真は丸森駅のボランティア活動を行う会員の皆さん

― やりがいを感じて ―� 八巻　紀幸さん
　入会してから15年、81歳です。仕事は主に家庭の草刈
り、片付け、農作業の手伝いなどです。常に誠心誠意を心

掛けて楽しく働いています。綺麗な仕事をすると、依頼主の方が喜ん
でくれるのでやりがいを感じています。趣味は海外旅行で、世界遺産
などを巡って感動を味わうことです。これからも健康管理をして元気
に働いて、楽しい人生を歩みたいと思います。

― 人生のプラスに ―� 谷津　弘子さん

入会して10数年になります。これまで、段ボールの組み
立て、ヨモギ摘み、梨の受粉、農作業の手伝い、除草、梅

や柿の収穫、室内清掃などいろんな仕事を経験し、生活や人生におい
いてプラスになっています。これからも身体の続く限り働きたいと考
えています。

― 先輩のパワーに刺激 ―� 菅原はつみさん

入会して３年。清掃、草むしり、農作業、干し柿作りなど
を経験。先輩のパワーに刺激を受けながら色々な事を教わ

り、交流を楽しんでいます。シルバー人材センターは自分の都合や体
調に合わせて働ける場です。健康に気を付けて頑張って行きたいと思
います。
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作業メニュー

家事援助
屋内清掃など

植木剪定
障子・
襖張りなど

農作業
除草作業
墓掃除など

地域で働くチャンス！

あなたのキャリアを
地域で生かしてみませんか!?
　シルバー人材センターでは、働く意欲のある60
歳以上の方を対象に、地域のさまざまな仕事を提供
する団体です。高齢化が加速する日本において、「シ
ルバー人材センター」が注目されています。地域密
着型なので、地域にお住いの一般家庭をはじめ、地
元企業、公共団体からの依頼がほとんどです。シル
バーで働くことは地域社会に貢献することにもつな
がります。健康を保ち、そして生きがいを見つける
ためにみんなで楽しく仕事をしてみませんか？

　「新規会員獲得大作戦」継続中です。ご
近所やお知り合いの方にお声がけください。
丸森町シルバー人材センターの発展のため
にご協力願います。
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※�事業の目的にご賛同いただきご協力を頂いて
いる皆様です。新たにご賛同いただける方は、
当シルバー人材センターまでご連絡願います。

丸森町役場

丸森郵便局

まるもり
ふるさと館

丸森病院

消防署

齋
理
屋
敷

丸
森
町
商
工
会

丸森たんぽぽ
こども園

町民グラウンド

113

45

丸森町シルバー
人材センター
（丸森手しごと館内）

　
暖
か
な
季
節
を
迎
え
、
こ
れ

か
ら
各
種
作
業
が
本
格
化
し
て

き
ま
す
。
安
全
に
勝
る
も
の
は

あ
り
ま
せ
ん
。
心
に
ゆ
と
り
と

余
裕
を
も
っ
て
作
業
に
取
り
組

ん
で
く
だ
さ
い
。

　
適
度
な
休
憩
や
給
水
も
作
業

能
率
を
向
上
さ
せ
ま
す
。

　
ま
た
、
使
用
す
る
機
械
の
事

前
点
検
も
し
っ
か
り
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

　
万
が
一
、
事
故
が
発
生
し
た

場
合
は
、
救
護
を
最
優
先
し
、

速
や
か
に
事
務
局
に
連
絡
し
て

下
さ
い
。

　
今
年
も
桜
の
季
節
を
迎
え
ま

し
た
。
長
年
の
懸
案
事
項
で

あ
っ
た
「
会
報
」
の
発
行
が
、

会
員
各
位
及
び
事
務
局
の
ご
協

力
に
よ
り
こ
の
度
つ
い
に
実
現

し
ま
し
た
。
会
員
相
互
の
交
流

か
つ
情
報
提
供
の
架
け
橋
と
し

て
、
皆
様
に
愛
さ
れ
る
会
報
を

目
指
し
、
定
期
発
行
に
向
け
て

努
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
編
集
部
会
長　
預
幡　
悦
子

　
　
副
部
会
長　
大
槻　
時
男

　
　
　
部　
員　
天
野
は
つ
え

　
　
　
部　
員　
須
郷　
勝
郎

環境に優しい植物油インキを
使用しております。

見やすく読みまちがえにくい
ユニバーサルデザインフォントを
採用しています。

会員 です!!募 集 中
サービスサービス

技　能技　能

軽作業軽作業

作　業作　業

工場内
清掃など

会員の皆様へ会員の皆様へ

賛助会員の皆様賛助会員の皆様
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公益社団法人 丸森町シルバー人材センター
〒981-2152  宮城県伊具郡丸森町字鳥屋79-1（丸森手しごと館内）
T E L	（0224）73−1015（月曜～金曜 8:30 ～ 17:15）
FAX	（0224）73−1061
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